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　　　　　　家庭における性教育の実態と意識一大学生調査を通して一

　　　　　　福岡教育大　　高橋久美子

　目的　人間の生き方や家族関係のあり方に深くかかわる問題として、性教育はとりわけ

重要である。近年、性教育の必要性については社会的に関心が高まってきている。すでに

実施した大学生の親役割についての調査から、大多数の者が家庭でも性教育が必要である

と考えていることがわかった。そこで本研究ではさらに、彼らが親として家庭でどのよう

な内容の性教育が必要であると考えているか、これまで家庭と学校においてどのような性

教育を受けてきたかを明らかにした。具体的には、幼少時の性に関する質問と親の態度、

性に関する悩みと親への相談の有無、親から受けた性教育と親として必要と思う性教育の

内容の差異、学校教育が及ぼす影響について倹討した。

　方法　調査は1993年12月に行った。親役割についての調査と同様に、福岡教育大学の３

～４年生を対象とした。分析に用いたサンプルの数は男子323人、女子3G7人である。

　結果　幼い時に性に関する質問をして話題をそらされたりした者が３～４割、恥ずかし

かったので質問はしなかったという者が３～４割いる。多くの者がこれまで性に関する悩

みや不安をもったことがあるが、親に相談したことがある者は２割にすぎず、ほとんどの

項目で親に相談しても仕方がないと考えている者が多い。性に関する事柄について、悩み

相談の少なさは日頃の話し合いや指導の乏しさと関連がある。親からは性教育をほとんど

受けてないが、とりあげた10項目について親としては家庭で必要性を認める者が多い。と

くに生理的・知識的な内容の項目で多く、学校で受けた性教育が親として家庭で必要と考

える性教育の内容に影響を及ぼしている。

５月22日（日）Ｙ会場　午後2 :00～5 :00

江戸末期越前地方の世帯構成

お茶の水女大家政　○古谷恵子　湯沢雍彦

l目的］一般に江戸末期の世帯構成については、寿命が短かったから小家族だといわれる

一方、三世代大家族が大半であ-）たという主張もある。この相矛盾したイメージのどこま

でが事実なのかi越前地方の歴史的資料を元に実証的に明らかにする。

【方法1佐久高士『越前国宗門人別御改帳』全６巻から949戸分（1801～1867）を抽出し、

戸ごとにカードにまとめて系図を作成し、「農・山・漁村別」「百姓・水呑別」に世帯構

成を分析した。

【結果】①人口構成は典型的な多産多死の富士山型人口ピラミッドであるが、60歳以上の

高齢者が10.4%をも占める。　　②世帯構成の地域差は非常に大きい。農村は核家族61.5

％・拡大家族29.8%で核家族割合が高く、核家族のほとんどは「親十子」からなる世帯、

拡大家族では全てが「直系丿三世代世帯であって、比較的世帯構成は画一的であった。一

方山村は核家族39.9% ・拡大家族58.3%、同様に漁村は41.8％・52.7%で、拡大家族割合

が高く、特に山村では傍系親族を多く含んでおり、多様で複雑な世帯構成であった。

③平均世帯人員は農村4.0人・漁村5.1人・山村6.1人で、地域差がかなり大きい。拡大家

族割合が高くなるにつれて平均世帯人員は多くなるが、同時にその世帯人員数の分散も大

きくなる。　　④百姓（自作農）では拡大家族割合が高く、水呑（小作農）では核家族割

合が高いという傾向がみられたが、百姓・水呑間の差よりも地域差の方が大きい。また平

均世帯人員は百姓5.5人・水呑4.4人であった。
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